
平成３０年度　病床機能報告の結果（病床の機能分化・連携の状況）西北五地域　

１．圏域全体

　

・ H29→H30 急性期▲12床

・ 西北五地域のH30病床機能報告の病床数1,275床は令和7年における必要病床数804床から471床多く、

休棟中等の126床を差し引いてもなお多い。
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２．令和7年（2025年）の予定

３．前年度の報告内容との比較

【前年度報告結果との増減要因（対前年度）】

安斎レディスクリニック（▲16）

急性期▲16

加藤レディスクリニック（＋4） 開業

急性期＋4 特例診療所（周産期）

【考 察】

・ 将来の必要病床数と直近の病床機能報告の結果を比べると、高度急性期と回復期が少なく、急性期と慢性期が多い。

・ 高度急性期と報告のあった病院はない。

・ 現在、入院医療で対応している患者のうち将来的に在宅医療へ移行することが可能と考えられる患者は、令和7年で592人と推計されており、新た

に在宅医療の提供体制の整備が必要である。
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